
為替週間展望＝ドル円は１０３～１０４円台で一進一退の動きか

　　　　　　　　　　［１月１１日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    1 月 4 日～ 1 月 8 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  103.22   104.00( 8)    102.59( 6)    103.89   +0.69

ユーロ・ドル  1.2225   1.2349( 6)    1.2221( 4)    1.2265   +0.0050

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    28,139.03     +694.86     日本10年債利回り   0.035   +0.014

ダウ平均株価    31,041.13     +434.65     米10年債利回り     1.080   +0.166

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１１日　豪１１月小売売上高

　　　　中国１２月消費者物価指数、中国１２月生産者物価指数

１２日　日本１１月経常収支

１３日　ユーロ圏１１月鉱工業生産指数

　　　　米１２月消費者物価指数

　　　　米１２月財政収支

　　　　米地区連銀経済報告（ベージュブック）

１４日　日本１１月機械受注高

　　　　中国１２月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数、米１２月輸入価格指数

１５日　英１１月鉱工業生産指数、英１１月製造業生産指数、英１１月貿易収支

　　　　ユーロ圏１１月貿易収支

　　　　米１２月小売売上高、米１２月生産者物価指数

　　　　米１月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　米１２月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米１月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】リスク選好のドル売りにより、ドルの上値の重い状況が続き、円も

売られやすくなって、ドル円は方向感の出にくい展開が続くとみられる。ドル円は１０

３～１０４円台での一進一退の動きを継続するとした。

　　　　

【米ジョージア州の上院の決選投票は民主党が２議席とも勝利】

　５日に米ジョージア州で上院２議席の決選投票が実施された。２議席とも民主党候補

が勝利を収めた。この結果、上院は民主党と共和党がいずれも５０議席ずつで並ぶこと

となる。採決で賛否が同数となった場合には上院議長である副大統領が１票を投じるた

め、民主党が過半数を制することとなる。

　　

　下院は民主党が多数派となっており、大統領選と上下両院を制するいわゆる「トリプ

ルブルー」となる。民主党主導による一段の経済政策への期待感は広がっている。こう

した期待感を背景に６日のＮＹダウは４３７ドル高、７日には２１１ドル高となり、連

日で最高値を更新した。７日にはＮＹダウ、ナスダック、Ｓ＆Ｐ５００の主要３指数が

最高値を更新している。

　　

　追加の経済政策への期待感から、米国株は一段高となりそうだ。これまでは株高がリ

スク選好のドル売りに傾く要因となっていた。ただ、米国の財政赤字拡大への警戒感も

あり、米１０年債利回りは６日に１％を超える水準まで上昇、７日には１．０７％台ま
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でさらに上昇している。米長期金利の上昇はドル売りの動きを抑えて、ドルの買い戻し

に転じる可能性がある。

　　

　ドル円はドル売りの動きを背景に５日に１０２円台半ばまで下落した。その後は米長

期金利の上昇などによるドルの買い戻しの動きから１０４円近辺まで上昇している。

ユーロドルは１．２３台半ばまで上昇した後は下げに転じている。

　　

　６日に公表された昨年１２月１５～１６日に開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯ

ＭＣ）の議事要旨によると、量的緩和策を現状維持とすることで一致していたことが判

明した。緩和策の長期化が改めて認識されて、ドル売りの動きにつながった。もっとも

ジョージア州の上院選の決選投票のニュースの陰に隠れて影響は限定的だった。

　　

　新型コロナウイルスの感染拡大は続いている。世界の感染者数は８７００万人を超

え、死者数は１９０万人を超えている。米国の感染者数は２１００万人を超え、死者数

は３６万人に達している。日本国内でも過去最多ペースでの感染拡大が継続しており、

７日の夕方、菅首相が東京都など１都３県に緊急事態宣言を出した。事前に想定されて

いたことでもあり、市場の受け止め方は落ち着いている。ただ、今後の経済活動への悪

影響が警戒される。

　　

　米国ではＮＹダウをはじめとして、株価の最高値更新が続いているものの、米国の財

政赤字拡大への警戒感から、米長期金利はじり高で推移するものとみられる。これまで

ドル売りの動きが反転する可能性も出てきている。ドルインデックスは１２月２１日の

高値９１．０１８から１月６日に８９．２０９近辺まで下落した。その後は８９．９０

台まで上昇している。

　　

　ドル売りの巻き戻しの動きが今後しばらく継続するかは不透明ながら、米長期金利の

上昇傾向を受けて、ドル売りの流れは鈍化する可能性が高い。その場合はドル円の下支

え要因になるとみられる。ドル円は１０３円割れではサポートされやすいが、１０４円

を超えて大きく上昇するような強さはなく、１０３～１０４円台を中心に一進一退の動

きになるとみられる。ドル円の目先の予想レンジは、１０２．７５～１０５．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１２日に日本１１月経常収支、１３日に

米１２月消費者物価指数、米１２月財政収支、米地区連銀経済報告（ベージュブッ

ク）、１４日に日本１１月機械受注高、米新規失業保険申請件数、米１２月輸入価格指

数、１５日にユーロ圏１１月貿易収支、米１２月小売売上高、米１２月生産者物価指

数、米１月ＮＹ連銀製造業景気指数米１２月鉱工業生産・設備稼働率、米１月ミシガン

大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは上値の重い展開か】

　ユーロドルはドル売りの流れを受けて、６日に１．２３台半ばで上昇した。その後は

米長期金利の上昇などもあり、ドルが買い戻される展開となって、１．２３ドルを割り

込み、１．２２台半ばまで下落している。ユーロドルは上値追いが続いてきたこともあ

り、調整が入りやすくなっていた面もある。

　　

　１１日の週は目立ったイベントなどはない。米株高によるリスク選好のドル売りの動

きも限定的になるとみられ、ユーロドルは上値の重い展開に転じることとなりそうだ。

ユーロドルの目先の予想レンジは、１．２１００～１．２３５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１１日に豪１１月小売売上高、中国１２月

消費者物価指数、中国１２月生産者物価指数、１３日にユーロ圏１１月鉱工業生産指

数、１４日に中国１２月貿易収支、１５日に英１１月鉱工業生産指数、英１１月製造業

生産指数、英１１月貿易収支、ユーロ圏１１月貿易収支などがある。
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